
青年会議所（ JC）とは 《お問い合わせ》

一般社団法人 つくし青年会議所
〒818-0058  福岡県筑紫野市湯町3-2-5筑紫野市商工会館内
Tel 092-924-8338 ／ Fax 092-921-2906
HP https://tsukushi.or.jp ／ Mail info@tsukushi.or.jp

日本全国678の地域に約30，000人の会員を擁し、『修練』『奉仕』『友情』
という三信条のもと、よりよい社会づくりを目指す青年の集まりです。半世
紀以上も前から時代は変われど『明るい豊かな社会』の実現を目指す指導
者たらんとする青年団体、それが青年会議所（JC）です。会員は「明るい豊
かな社会を築き上げる」ことを共通の理想としています。また、会員相互の
啓発と交流をはかり、公共心を養いながら、地域との協働により社会の発
展に貢献することを目的としています。さらには、国際青年会議所（JCI）の
メンバーとして各国の青年会議所と連携し、国境を超える交流や地域環境
保全など、世界を舞台として様々な活動を展開しています。

会員の方々の声
をお届けします

。

つ
く

し
J C

活動や取り組みが
良い刺激に

入会前は、JCってどんなところだろ
う？と少し不安だったのですが、入
会してみるとイメージとは違い、皆
真剣に事業や活動に取り組み、地
域のために一生懸命でとても良い
刺激になっています。毎月開催され
る例会事業でも学びの多い時間を
過ごすことができており、自己成長
したい方には自信を持って入会を
お勧めします！

一般社団法人つくし青年会議所では、５市
（筑紫野市、春日市、大野城市、太宰府市、那

珂川市）および、その周辺に住所または勤務地を有する、満20歳以
上40歳未満までの男女で構成されております。地域の発展を目指し、
九州国立博物館の支援活動・運動をはじめ、数々のボランティア活
動を行うと共に、メンバーの指導力開発など、様々な手法を勉強する
こともできます。私たちと一緒に地域のために活動してみませんか。

入会する前よりも地域のことについ
て考えることが多くなりましたし、
今後挑戦してみたいと思うことも増
えました。友達でも仕事仲間でもな
く、同じ志を持ち、同じ方向を向い
て活動する仲間と出会う機会はこ
の年齢になるとなかなかありませ
ん。誰も知らないところに飛び込ん
でいくのは大変なことですが、顔を
出しているうちに自然と交流が深ま
り、JC活動だけでなく社業にも良
い影響を及ぼすと思います。

クリーンケイ
鎌田 仁

つくし青年会議所に入会して一年
が経ち、多くの学びと貴重な経験を
得ることができました。地域の課題
解決に向けた活動に参加すること
で、自分の成長を感じると共に、仲
間との信頼関係も深まりました。
リーダーシップやコミュニケーショ
ンの重要性を再認識し、視野が広
がりました。これからも積極的に活
動に参加し、地域の発展に少しでも
貢献できるよう努め、自分自身もさ
らに成長していきたいと思います。

社業にも良い影響
を

及ぼす

多くの学びと
貴重な経験を得る

会 員 募 集

����������� ������ ������������������
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那珂川市

福岡県

大野城市 太宰府市

筑紫野市

春日市

青山地建（株）
富屋 恵利加

尾松行政書士事務所
尾松 大輔
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Greeting!
理 事 長 挨

拶

つくしJC
各委員会の1年を振り返る
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年
に
新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ルス
感
染
症
が
5
類
に
移
行
さ
れ
、そ
れ
ま
で

制
限
と
感
染
へ
の
不
安
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
日
常
か
ら
脱
却
し

た
2
0
2
4
年
。こ
の
地
域
で
私
た
ち
が「
新
し
い
地
域
経
済
を
デ
ザ
イ
ン
」

し
、よ
り
よ
い
街
を
作
っ
て
い
く
た
め
に
、こ
の
街
に
必
要
な
知
見
を
高
め
還
元
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
、と
考
え『
先
導
者
と
な
れ
』と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を

掲
げ
活
動
を
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。

　
つ
く
し
青
年
会
議
所
と
し
て
、こ
の
1
年
間
を
通
し
、本
冊
子
に
お
い
て
取
り

上
げ
て
お
り
ま
す
、地
域
の
皆
様
と
協
力
し
な
が
ら
知
見
を
高
め
、共
に
行
動

し
て
い
く
2
つ
の
事
業
、そ
し
て
私
た
ち
、そ
し
て
所
属
す
る
企
業
が
地
域
を

担
っ
て
い
く
存
在
と
し
て
、そ
の
力
を
高
め
る
メ
ン
バ
ー
内
で
の
事
業
を
通
し
て
、

よ
り
地
域
に
必
要
で
あ
り
、考
え
る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
な
に
か
、そ
の
知
識
を

展
開
し
て
い
く
こ
と
で
持
続
的
な
発
展
を
遂
げ
る「
新
し
い
地
域
経
済
を
デ
ザ

イ
ン
す
る
」力
を
得
る
こ
と
を
確
信
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、そ
の
一
方
で
、私
た
ち
が
高
め
て
い
く
必
要
の
あ
る
知
見
と
い
う
も
の

は
、際
限
が
あ
り
ま
せ
ん
。そ
れ
を
自
分
の
も
の
と
し
、そ
し
て
、地
域
の
皆
様
に

還
元
し
て
い
く
た
め
に
は
、よ
り
地
域
の
皆
様
の
考
え
る
目
標
や
、そ
の
先
に
描

く
未
来
を
知
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
に
は
、多
く
の
方
々

と
の
対
話
の
歩
み
を
止
め
ず
、自
身
の
成
長
を
止
め
な
い
こ
と
が
必
要
で
あ
る

と
認
識
し
た
1
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　「
明
る
い
豊
か
な
社
会
の
実
現
」を
私
た
ち
青
年
会
議
所
が
掲
げ
て
お
り
、つ

く
し
青
年
会
議
所
と
し
て
は「
自
然
と
歴
史
と
人
間
と
の
調
和
〜
つ
く
し
は一

つ
〜
」を
設
立
の
趣
意
に
掲
げ
て
お
り
ま
す
。こ
の
理
想
は
不
変
の
も
の
で
あ
る

と
同
時
に
、私
た
ち
の
み
な
ら
ず
、多
く
の
方
々
に
と
っ
て
も
追
い
か
け
続
け
る
も

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。遠
く
に
あ
る
理
想
を
実
現
す
る
た
め
に
、一
般
社
団
法

人
つ
く
し
青
年
会
議
所
は
、総
会
・
例
会
の
実
施
や
、各
種
事
業
の
実
施
、そ

し
て
そ
れ
に
至
る
ま
で
の
調
査
及
び
研
究
と
、国
内
外
問
わ
ず
交
流
を
図
る
こ

と
で
、自
ら
を
成
長
さ
せ
、こ
の
街
の
発
展
に
寄
与
で
き
る
よ
う
に
、そ
し
て
周

り
に
い
る
家
族
や
大
切
な
人
た
ち
、そ
し
て
地
域
の
皆
様
の
明
る
い
未
来
を
創

造
で
き
る
よ
う
活
動
を
続
け
て
参
り
ま
す
。

　
最
後
に
、本
年
度
の
事
業
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
皆
様
、私
た
ち
の
活
動
に

お
い
て
お
話
を
伺
っ
た
皆
様
、ご
家
族
や
会
社
の
皆
様
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
先
導
者
と
な
る
と
い
う
気
持
ち
を
忘
れ
ず
一
歩
一
歩
、歩
み

を
進
め
て
参
り
ま
す
の
で
、変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、ご
協
力
の
程
、何
卒
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

昨

Report ’24 
2024年の各種大会報告
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２０２４年度  一般社団法人つくし青年会議所
第５３代理事長　前田 健之輔

（筑紫ガス株式会社／２０１４年入会）

【2024年度 スローガン】



持続可能な未来を
築くために、皆で協力

つくしJC 各委員会の1年を振り返る
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地
域
の
未
来
に
つ
い
て

改
め
て
考
え
る
大
切
な
機
会

持
続
可
能
経
済
確
立
委
員
会

12

の
度
の
事
業
を
通
し
て
、私
た
ち
も
皆
さ
ん

の
活
動
か
ら
多
く
の
刺
激
と
学
び
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。高
校
生
の
皆
さ
ん
が
自
ら
考

え
、行
動
に
移
し
て
い
く
姿
を
目
の
当
た
り
に
し
、地

域
の
未
来
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
る
大
切
な
機
会
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、私
た
ち
も
団
体
と

し
て
、地
域
の
明
る
く
豊
か
な
社
会
の
実
現
に
向
け

て
さ
ら
に
一
層
力
を
尽
く
し
て
い
き
た
い
と
い
う
思

い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。今
後
も
地
域
の
課
題
や
問

題
に
真
摯
に
向
き
合
い
、積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
で
、皆
さ
ま
と
と
も
に
地
域
の
未
来
を
築
き

上
げ
る
一
助
と
な
れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

こ

世界的な課題である温暖化問題に対して、「知り・
考え・行動する」をテーマに、持続可能な地域社会
を目指したグループワークを実施しました。「Think 
globally, Act locally（地球規模で考えよう、身近
なことから始めよう）」という言葉があるように、温暖
化対策は個人の力だけで解決できる問題ではな
く、皆が協力して取り組む必要があります。個々の
行動は小さく感じられるかもしれませんが、それが
積み重なることで未来に変化をもたらすことができ
ると思います。本事業を通じて、JCメンバーが地域
の現状や課題を再確認し、持続可能な未来を築く
ために自分の考えや行動を見直す良い機会となっ
たのではないかと考えております。

3
20243月「3月度例会事業」《持続可能な地域をめざして～Think globally, Act locally～》

8月
「推進事業」《未来につなぐ ～温暖化×高校生プロジェクト～》

9月
「対外事業」《ARTiVERSつくし2024～未来のために今できること。

取り組もうサスティナブルアクション～》

持続可能経済確立委員会 
委員長 相川雅俊

3月度例会事業

地球温暖化問題を
高校生と考える
「地球温暖化問題を通じて地域貢献」を
テーマに、地域の未来を担う高校生43名が
参加いただきました。高校生が地球温暖化
問題を理解し、当事者意識を持って向き合
うことで、まちづくりに主体的に関わる意識
を高め、より良いまちづくりへの展開を目指
す取り組みです。キックオフとして実施され
た【脱炭素まちづくりカレッジ】では、脱炭素
に向けたまちづくりの基本から実践までを
楽しく学びました。さらに、第2部では環境
カウンセラーの林真実様をお招きし、福岡
県・筑紫地区の温暖化問題についてご講
演いただきました。この講演を通して、参加
者が福岡県の課題を理解し、今後のグルー
プワークで取り組むテーマを選ぶための知
識を深めることができました。

推進事業

持続可能な地域経済の確立に向けて
太宰府にある日本経済大学にて、フォーラムと屋外イベントを同時
に開催し、持続可能な地域経済の確立に向けて市民の皆様に温暖
化対策の重要性を知っていただく機会として企画されました。私た
ちは、温暖化問題への理解と行動が、明るく豊かなまちの未来につ
ながると考えています。メインフォーラムでは、高校生たちが「理想
のまち」と「温暖化対策」について考えたアイデアをプレゼン大会形
式で発表し、保護者や学校関係者、市民の皆様と共に温暖化問題
への意識を高めました。また、屋外イベントでは、フードマルシェ、新
聞バッグの制作体験、自衛隊による災害時の対応紹介ブースなど
を設け、家族や友人と一緒に楽しみながら温暖化問題について学
んでいただける内容となりました。

対外事業

1

2
3

委

員長
より！

地域の
未来を担う
高校生

43名が参加！

持続可能な
社会を目指し
グループワーク
を実施

自衛隊による
災害体験
ブース

「
地
球
温
暖
化
問
題
を
通
し
た
ま
ち
づ
く
り
」

環境教育・
ESD

実践動画
100選を受賞
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地域の未来を共に
語るきっかけづくり

つくしJC 各委員会の1年を振り返る

「
多
世
代
交
流
」

C
o

m
m

ittee R
ep

o
rt

新
し
い
出
会
い
の
多
い

一
年
間
で
し
た

新
世
代
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委
員
会

12

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
衰
退
が
進
む

中
、自
治
会
や

、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
よ
う
に
志
を
持
っ
て
活
動
し
て

い
る
団
体
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
で
そ
の
影
響
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。人
口
減
少
に

よ
り
企
業
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も
ま
た

衰
退
が
予
想
さ
れ
る
中
、多
世
代
に
わ
た

る
交
流
と
、様
々
な
団
体
が
持
続
的
に
繋

が
っ
て
い
る
必
要
性
を
、モ
デ
ル
事
業
を
構

築
し
な
が
ら
体
験
す
る
学
ぶ
一
年
に
な
り

ま
し
た
。

地

地域にあるコミュニティについて理解を深めるた
め、木藤亮太氏を招いて事業を行いました。地域で
活動している団体同士が未来を共に語り、同じ
ゴールを目指す機会は多くありません。また、団体
同士の「きっかけづくり」はJCだから出来ることであ
り、会員一人ひとりが地域の担い手になる必要があ
るという重要性を学びました。

3 202404月「4月度例会事業」　《～地域を創る！新しいコミュニティのカタチ～》

07月「結輪～災害支援プロジェクト～」

新世代コミュニティ委員会
委員長 中川路 匠

4月度例会事業

災害という共通の課題に
協力して出来ること
防災をテーマに全3回のワークショップを
開催。山本一氏や村江史年氏を招き、阪神
淡路大震災や東日本大震災などの実例を
通して、避難所運営や災害時の対応につい
て学びました。自治会等の地域コミュニティ
と、おやじの会や企業等の目的志向型のコ
ミュニティが協力し、各団体が災害時に何
ができるか、また協力の可能性について話
し合いました。

連携する方法を考える

地域活動に防災をプラス
つながる防災大作戦

災害支援プロジェクトで学んだ普段の活動に防災の観点
を組み込むという「ながら防災」をヒントに、自治会やおやじ
の会など既存の地域活動に防災の視点を組み込みました。
そこに既に防災に取り組んでいる団体をつなげ、普段関わ
りのない団体同士が協力する場を創出し、子育て世代に地
域への関心を促すきっかけを提供しました。

1

2
3

委

員長
より！

子育て世代に
地域への
関心を促す
きっかけに

避難所運営や
災害時の対応に
ついて学ぶ
ワークショップ

地域同士が
未来を語り
同じゴールを
目指す

親子で楽しめる事業!!

10月「結輪～つながる防災大作戦～」
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グローバルな視野で
経営する必要性を発信

つくしJC 各委員会の1年を振り返る

「
企
業
力
を
高
め
、グ
ロ
ー
バ
ル
意
識
の
向
上
！
」
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社
業
の
発
展
に
役
立
つ

情
報
発
信
と
研
修
を
！

企
業
力
向
上
委
員
会

1
2

進
事
業
で
は
社
業
の
発
展
に
は
ど
の
よ
う
な
知

識
が
必
要
な
の
か
、ま
た
メ
ン
バ
ー
は
仕
事
で
ど

ん
な
こ
と
に
困
っ
て
い
る
の
か
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、普

段
の
業
務
で
抱
え
て
い
る
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
研

修
を
実
施
。
月
例
会
事
業
で
は
、福
岡
県
は
ア
ジ
ア
の

玄
関
口
と
し
て
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
の
に
、グ

ロ
ー
バ
ル
意
識
を
持
っ
て
い
な
い
メ
ン
バ
ー
が
多
く
、今

後
の
日
本
経
済
や
人
口
減
少
に
対
し
、グ
ロ
ー
バ
ル
意

識
を
持
た
ず
に
社
業
を
発
展
さ
せ
て
い
け
る
の
か
、手

法
一つ
で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
取
り
込
め
る
の
に
、で
き
て
い

な
い
メ
ン
バ
ー
へ
の
意
識
醸
成
を
行
い
ま
し
た
。

年
度
は
、国
際
大
会
を
２
つ
担
当
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、　
名
の
メ
ン
バ
ー
を

、

世
界
会
議
に
動
員
し
、多
く
の
メ
ン
バ
ー
に
国
際
に
触

れ
て
い
た
だ
く
機
会
の
創
出
が
で
き
ま
し
た
。

推

6月例会事業では、講師に林正勝氏をお招きし、
目まぐるしく変化する世界情勢や日本経済に対
し、我々青年経済人がグローバル意識を持つ必
要性についてご講演していただきました。円安の
影響で、インバウンド需要が高まっている状況
や、日本の魅力は海外からみてどういう風に受け
入れられているのかなど、講演中はリアルタイム
で質問ができるような工夫を加え、講演をしてい
ただきました。人口減少を抑えることができない
日本にとって、労働力不足や日本市場の減少と
いった問題に対しこれからの未来、事業を発展さ
せていくにはグローバルな視野を持って経営する
必要性について発信する事業を開催しました。

3 20246月
「6月度例会事業」

7月
「財務研修」

8月
「AI・DX研修」

企業力向上委員会 
委員長 青木慎

6月度例会事業

大手企業などが取り入れている
「戦略マネジメントゲーム」を活用
大手企業や上場企業などが社員研修に用いている
「戦略マネジメントゲーム」を活用し、決算書の読み
解き方、決算書から戦略を練り、事業計画の作り方
を学ぶ研修を実施しました。講師には、徳永研究所
から多くの異業種で活躍される経営者をお招きし、
戦略マネジメントゲームが幅広い業種で活用でき
ることをお話いただき、研修中は各テーブルにファ
シリテーターとしてサポートをしていただきました。
売り上げは上がっているのに手元にお金が残らな
い、経理などは税理士任せでやっていてわからない
など、普段経営していてもなかなか学ぶことのでき
ない財務や経営スキルについて研修やボードゲー
ムを通して学ぶ事業を実施しました。

財務研修

AIを活用し、
社業のDX化を図る
今後10年AIを活用できない企業が生き残ることは難しい
時代といわれております。この研修では業務効率を上げ、
属人的な部分を解消するためにAIを活用し、社業のDX

化を図るための研修を実施しました。SNSでよく目にする
ショート動画など、実はAIを使えば簡単に作成でき、自社
のSNSで事業を発信する際にすぐに活用できるAI、会議
の議事録の作成に利用できるAI、プレゼンで使用できる
AI、作成資料を見やすくまとめ
てくれるAIなど、用途に分けて
活用できるAIソフトをご紹介し、
メンバーの皆様の業務改善に
役立つ情報発信を中心に研修
を実施しました。

AI・DX研修

1

2
3

委

員長
より！

徳永研究所から
多くの異業種で
活躍される

経営者をお招き

講演中は
リアルタイムで
質問できる
ように工夫

用途に分けて
活用できる
AIソフトを
紹介

31

「ASPAC」
（※P17に掲載）

6月

「世界会議」
（※P17に掲載）

10月

08 0 72 0 2 4 2 0 2 4



事
務
渉
外
局

総
務
例
会
委
員
会

2024

各種国内大会の動員

1
2

3

各種国内大会に、多くのメンバーが参加

議案審査

三役会･理事会が
円滑に進むように 「

メ
ン
バ
ー
の
成
長
機
会
の
提
供
！
」

「
毎
月
の
例
会
を
楽
し
む
！
」

各種大会や会議の
下支えとなる活動

3

2

1

私たちの活動エリアを飛び出ての大
会が多く開催されます。大会に参加
して社業やJC活動に活かせる知見
を広げたり、会員同士の親睦を深め
るためにメンバーへ参加動員活動を
行い、各大会への多くのメンバー参
加に繋ぐことができました。
※各大会の内容についてはP16-17に記載

令和6年能登半島地震被災地支援活動

被災地支援募金活動を
JR二日市駅にて実施
被災地支援募金活動を2月3日に西鉄太宰
府駅前ロータリー、2月19日にJR二日市駅
（東口）にて2日間実施し、計90,641円集ま
り、私たちつくしJCの本会である公益社団
法人日本青年会議所が開設した「令和6年
能登半島地震災害支援金受付口座」に振
り込み、お預けいたしました。

毎月行われる三役会･理事会が円滑な進行を行えるように、会議内で協議さ
れる各委員会が提出する資料･計画書を事務渉外局が毎月議案審査を行い
ました。資料の統一ルールや誤字脱字、予算面やコンプライアンス面等を
チェックすることで、会議内での小さな指摘等を事前に無くす他、議案審査を
行う事務渉外局メンバーも仕事面でも役立つ資料の確認力の向上に繋ぐこ
とができました。

1月
「１月通常総会」

8月
「８月臨時総会」

2024
1

2

各月
「議案審査」

2月
「令和6年能登半島地震被災地支援活動」

「各種国内大会の動員」

年間、毎月議案審査活
動や各種国内大会の動

員活動を行って組織の下支えと
なる活動を行って参りました。他
委員会へ発信等する上で私たち
事務渉外局メンバーも知らない
といけないところで、事務渉外局
メンバーも職務を通してノウハウ
を理解し、多くのスキルアップに
繋げることができました。

1

事務渉外局 局長 井筒康貴

前年度の事業報告および決算を全会員で共有・承認し、2024年度の理事長
所信表明を通じて活動方針を確認しました。メンバー間の意識統一を図り、
スムーズな運営と多くの参加者による熱意ある意見交換が行われ、組織の意
欲向上につなげることができました。

理事長の所信表明
活動方針を確認1

2025年度の理事・監事
の選任を行い、次年度理
事長予定者の決意表明
を実施しました。また、前
期事業報告を通じて後
期活動への意欲を高め、
電話連絡等で参加者数
を増やし、活発な意見交
換が行われました。

2025年度の理事・監事を選任2

つくしJC 各委員会の1年を振り返る

募金の
ご協力

ありがとう

会員同士の
親睦を
深める

組織の
意欲向上に
つなげる

委

員
長よ
り！

C
o

m
m

ittee R
ep

o
rt

会員同士の理解と
結びつきを強化

年の例会では、社業プレ
ゼンを新たに導入し、会

員同士のビジネス理解を深める
機会を提供しました。加えて、プ
ログラム内容の多様化や新入会
者紹介などの工夫により参加者
満足度を向上させ、会員同士の
結びつきを強化しました。また、
時間配分や進行面でもスムーズ
さを重視し、円滑な例会運営を
実現しました。

今

総務例会委員会 委員長 児嶋秀晃

委

員
長よ
り！

１月通常総会

8月臨時総会

10 0 92 0 2 4 2 0 2 4



教
養
あ
る
健
全
な

経
営
者
育
成
委
員
会

会
員
拡
大
委
員
会

2024

10月度例会事業

オリエンテーション・異業種交流会

第3エリア野球大会

1
2

3

4

5月度例会事業

「
教
養
あ
る
健
全
な
経
営
者
の
育
成
」

「
全
員
拡
大
〜
せ
な
い
か
ん
か
ら
し
よ
う
へ
〜
」

考えることを重視

4

3

1

目標を達成するために必要な行動を継続、習慣化して
いくための方法について学ぶ事業を行いました。目標達
成に必要な行動を意識せず行動できるようになった時、
成功の習慣化が形成されたことになります。

新人アカデミー事業

2 7月例会事業

専門的知識の伴った
より深い交流を目的に
昨年度、今年度入会した新人アカデミーメ
ンバーが企画を考え、単なる交流にとどまら
ない、各メンバーが持っている専門的知識
の共有を伴ったより深い交流を図る事業を
行いました。

目標を達成する
ために必要な
行動とは

目標を達成するためには
どのような行動をする必
要があるのか、その行動
を洗い出していくという内
容の事業を行いました。
これによって、目標達成ま
での道のりが明確になっ
たことで、行動に移す意
欲が高まりました。

社会の変化が目まぐるしく、価値観が多様化する現在だからこそ、将来どうあ
りたいかという目標を考える事業を行いました。未来から逆算して考えること
や自身や会社のことだけでなく、家族や社会といった視点から考えることの重
要さを学び、教養ある健全な経営者としての目標を考えていただきました。

1月
「京都会議」

4月「第3エリア野球大会」

「オリエンテーション・異業種交流会」

20241
23

5月
「5月度例会事業」

7月
「7月度例会事業」

10月「10月度例会事業」
9月「新人アカデミー事業」

会事業では講師の話を
聞くだけでなく、ワークを

行い、メンバーが自分自身と向き
合いながら考えるという点を重
視しました。これにより事業が終
わった後も自らワークを行えるよ
うになり、行動を実践に移しやす
くなったかと考えます。また新人
アカデミー事業では、今まで知ら
なかったメンバーの仕事を知る
ことで、よりメンバー間の親交が
図れました。

例

次
年
度
以
降
も
活
動
を

続
け
ら
れ
る
よ
う
に

員
拡
大
、点
の
拡
大
か
ら
線
の

拡
大
へ
な
る
よ
う

年
間
活

動
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。単
年
度
制
で

は
あ
り
ま
す
が
、次
年
度
以
降
も
誰
も

が
拡
大
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
、ち
く

し
企
業
の
リ
ス
ト
化
、ト
ー
ク
ス
ク
リ

プ
ト
の
作
成
を
行
い
ま
し
た
。仮
入
会

者
　
名
、正
入
会
者
　
名
を
目
標
と

し
、福
岡
ブ
ロ
ッ
ク
褒
賞
事
業
で
は
ヤ

ン
グ
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
賞
を
受
賞
す

る
こ
と
が
で
き
、本
当
に
多
く
の
メ
ン

バ
ー
に
支
え
て
も
ら
い
な
が
ら

年

間
邁
進
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

全

積極的な交流で入会を促進3

京都会議

会員拡大のための手法を学ぶ12

仮入会から正入会へ導くための数回のオリエンテーショ
ン・異業種交流会を実施。仮入会されたばかりの方へJC
のこと、つくし青年会議所のことを分かりやすく、興味を
持っていただけるようにつくし青年会議所の動画、スク
リーンにて説明をし対談形式にて行ってきました。異業
種交流会では多くの方と交流していただきたく、バーベ
キュー形式で開催。関係性がない方同士でも、このよう
な交流の場があることで積極的に交流をはかり、参加さ
れたほとんどの方が仮入会をしていただきました。

メンバー間の交流の場に
本年度は第3エリア主管LOMとして野球大会を実
施。大会当日は天候により中止となりましたが、当日ま
でに委員会メンバーはじめ、多くのLOMメンバーに
ご協力をいただきました。4回の練習、主管LOMとし
て活動を通してメンバー間の交流の場とすることが
できました。

次年度段階より会員拡大に
ついて歴代拡大委員長、関
係者の方に調査・ヒアリング
を行いました。1月の京都会
議にて明石青年会議所の柿
野外部監事に会員拡大につ
いてお話しをお伺いさせてい
ただきました。会員拡大の必
要性、委員会としてとるべき
行動、入会歴の浅いメンバー
が拡大活動を円滑に進める
手法をお聞きし、それを
LOMに持ち帰り委員会にて
何度も協議を重ねました。3
月には拡大キックオフセミ
ナーを開催し、L O Mメン
バーへの拡大の意識の醸成
を高めることができました。

つくしJC 各委員会の1年を振り返る
将来どう
ありたいのか
考える

新人
アカデミー
メンバーが
企画

バーベキュー
を開催!

委

員
長よ
り！

委

員
長よ
り！

C
o

m
m

ittee R
ep

o
rt

メンバーの
拡大意識
を醸成

45

35

教養ある健全な
経営者としての目標を

必要な行動を継続、習慣化する

教養ある健全な経営者育成委員会 
委員長 小野洋平

会員拡大委員会 委員長 岡村康平

12 1 12 0 2 4 2 0 2 4



1314

創業 7 0 年、
太宰府天満宮参道にある梅ヶ枝餅店

梅ヶ枝餅は菅原道真公のゆかりの和菓子です。菅原の道真公が、無実の

罪にて京から大宰府に流されて蟄居（ちっきょ）していた折、近くに住む

老婆でありは浄明尼が梅の枝にお餅を刺して窓から差し上げたという話

と、薨去の際にお餅に梅の枝を添

えてお供えしたという話がありま

す。また道真公が京から大宰府に

左遷された時に、道真公を追いか

けて梅が飛んできたと言う話もあ

り、その梅の木が太宰府天満宮

の御神木となっています。

社会に必要な価値を
創造する
文具・事務機器や家具の販売に加え、空間設計デザインか

ら施工、モノを売るだけでなく、何ができるか、どう活かせる

かを考え提案し、空間から街や教育を変えていきます。子ど

もたちが早い段階で良い空間や情報に触れることで、感動

が生まれるまちづくりに貢献してまいります。

昔ながらの
製法にこだわった
梅ヶ枝餅をぜひ！

代
表
取
締
役

加
野
正
洪
さ
ん

ど
ん
な企
業
？

KANOYA（株）

夏季は、フレッシュフルー
ツを使った自家製かき氷
や、運が良ければ季節の
デザートが登場します。

かき氷や季節の
デザートも提供！

一言に「お引越し」と言って
もやることは盛りだくさん。
シャンプーも買わないといけ
ないし、電気やガスの契約、
家具も買わなきゃ…。弊社は
お引越しに関わる全ての「や
る事」を最安値で対応させ
ていただきます。

お引越しをトータルプロデュース

かのやでは昔ながらの手
焼き製法で、職人が一つ
一つ手作りしているた
め、中はふっくら、もちもち
で、外はパリッと香ばしく
仕上げています。餡子は
甘さを控えめにし、小豆とお餅の素材本来の甘味
や美味しさを大切にしています。
【電】092-922-5410　【住】太宰府市宰府4-6-17

時代と共に進化し、
地域に貢献！

室
長

梶
原
翔
太
さ
ん

ど
ん
な企
業
？

（株）オフィスステーションカジワラ

お部屋のことなら
何でもご相談ください

代
表

安
部 

仰
さ
ん

ど
ん
な企
業
？

福岡不動産リアリティ九州 (株 )

2 0 2 4 2 0 2 4

お客様に最適な物件
をできるだけ安くご提
供できるよう家主への
交渉など、全力で取り
組ませていただいてお
ります。住居契約・テナ
ント契約にそれぞれ専門のスタッフを配置し、あ
らゆるご相談に対応いたします。
【電】092-722-5601　【住】福岡市中央区春吉2-6-6 3F

あなたの笑顔、
わたしの喜び　
まごころ込めてご案内
地域とのコミュニケーションを大切に、不動産物件の良さ

だけではなく、歴史や周辺環境も考慮し、お客様の理想を

叶える不動産事業を行ってきました。現在では、宿泊施設

や民泊運営の宿泊業、観光業にも幅を広げ、IターンやU

ターンの移住者、地域に訪れる観光客の方にも、愛される

まちづくりに挑戦しています。

地域の魅力を活かした宿泊サービス提
供、レンタルスペース運営、観光ツアー
企画など、多角的なアプローチで顧客
満足度の向上と地域経済の活性化に
取り組んでいます。

宿泊・観光事業にも取り組む

ど
ん
な企
業
？

青山地建（株）

【電】092-924-4111　【住】筑紫野市二日市北2-4-6
【HP】https://aoyamackn.co.jp/

OSKは地域ごとの学童向けカリキュラム
作成や不登校児対象の学校空間デザイ
ンなど、教育分野の支援に力を注いでい
ます。変化の激しい時代に、日本の教育を
支える新たな価値を創造します。

教育のミライ

【電】092-922-4270　【住】筑紫野市紫2-2-10 OSKビル
【HP】https://www.oskajiwara.com/

地域の方々に
愛される

まちづくりに挑戦

宿
泊
観
光
部
課
長 

兼 

企
画
・
新
規
事
業
・
IT
部

江
口
勇
輝
さ
ん

筑 紫 野・
太 宰 府・
大野城エ
リアを中心

に、アパート、マンション、戸建
て、事業用店舗、駐車場、貸土
地の管理・賃貸仲介・売買仲介
を行っています。アクセントクロ
ス部屋など管理会社独自の
サービスも多数あります。

あなたにそっと
寄り添うお部屋を。

お部屋探しは恋人探しに似ています。

あなたが幸せな時、笑顔で迎えてくれるお部

屋を。あなたが楽しい時、一緒に喜んでくれる

お部屋を。辛い時も悲しい時もあなたにそっと

寄り添うお部屋を。

わたしたちは、あなたと共に泣き、共に笑って

くれるパートナーを探すお手伝いさせていた

だく不動産屋です。

文具店とし
て創業、地
域に根ざし、
文具・事務
機器や家具
の販売から、
オフィス、飲
食店、ホテル、教育空間の設計・施
工まで一貫サポート。

つくしエリアで活動する
元気な企業や

団体を紹介します！ Vol.4
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医療や介護・障害施設の
経営再建や
健康運動教室も開催
病院で働いていた経験を活かして、医療

や介護・障害施設の経営再建や運営支

援を行っています。当社でもM＆Aをしま

すが、他社がM＆Aをした会社などのアド

バイザー業も行っております。顧問先とは

別に、上場を目指す企業も含め２社の社

外取締役を務めています。また、市の委

託事業にて健康運動教室の開催を行っ

ております。

経営アドバイスや
健康イベントなどを
通して、地域に貢献！

江
川
喬
也
さ
ん

ど
ん
な企
業
？

（株）ER Management

野球日本代表に理学療法士として帯同した経験があり、繋がり
のあるプロ野球選手達
と共に、２０１３年の東
日本大震災後より災害
復興などを目的とした
イベントを開始しまし
た。寄付を集め社会貢
献に寄与しています。

災害復興などを目的に寄付を集め、社会貢献

地域課題に積極的に
取り組んでいます

２４歳の時に不動産会社と
して起業し、今年で１４期ま
でくることができました。現在
はホールディングス事業を中
心に会社を運営しておりま
す。定款変更にて本社も大
野城に移動し、筑紫地区に染まっております！
【電】092-596-7790　【住】大野城市南ヶ丘3-14-22
【HP】http://www.er-m.co.jp

入職 2年目で
学会発表を行い

貴重な学びの機会に！

作
業
療
法
士

村
田
智
彦
さ
ん

ど
ん
な病
院
？

ごう脳神経外科クリニック

2 0 2 4 2 0 2 4

向上心あるスタッフを全
力でサポートする体制が
整っており、各種学会や
研修参加に対して一定額
まではクリニックが負担してくれる制度がありま
す。この制度を用いて入職2年目に学会発表を行
い、貴重な学びを得ることができました。
【電】092-951-5219　【住】那珂川市山田1150-1
【HP】https://www.kouchikukai.or.jp/clinic/

あなたの大切な命を守り　
健康な日々を過ごすために

那珂川市にあるごう脳神経外科クリニックは

平成16年10月に開業し、主に脳血管疾患（脳

梗塞・脳出血・くも膜下出血等）の患者様を対

象とした診察を行っています。また、福岡脳神

経外科病院、南福岡脳神経外科病院と連携

し、緊急性の高い患者様に対しても適切な医

療を提供できる環境を整えております。

「オレンジ色」でまちを装飾す
ることで、「認知症になっても
暮らしやすいまちをみんなで
作ろう」という思いを共有し、
認知症への理解を深めるこ
とを目的としたなかがわオレ
ンジプロジェクトに参加して
います。院内に掲示物を設
置し、認知症の啓蒙活動に
取り組んでいます。

16
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1
2 0 2 4 年の各種大会報告！

今回で58回目の開催となる京都会議が国立

京都国際会館で実施されました。大会式典で

は第73代会頭 小西毅君の会頭所信表明があ

り、会頭の熱い想いや日本JCの政策と運動の

方向性が共有されました。また大会期間中は、

自らが住み暮らす地域のさらなる発展に向

け、リーダーとして行動を起こす契機となる

ように様々なフォーラムやセミナー･ブース

出展等が実施され、2024年度の運動の幕開け

となりました。

「Stand up,Leaders!」

日本ＪＣ運動発信の最大の場とされており、本

年はそれぞれの地域にある課題を解決するた

めに、住み暮らす地域の理想の姿をデザイン

し、実現するための取り組みを実施することの

できる場として開催されました。実業家の堀江

貴文氏や漫画家の浦沢直樹氏、セミナーでは都

知事選に立候補された石丸伸二氏をはじめ、多

くの著名人が登壇されて15個のフォーラム・

セミナーが行われ、多方面にわたる多くの物事

を知る、勉強する機会となりました。

「Design the future」
全国大会は日本JC一年間の総括と次年度

（2025年度）へ継承を行う重要な大会であり、

本年は福岡JCが主管LOMとしてマリンメッセ

福岡、国際会議場にて開催されました。ドラゴ

ンクエストを世に輩出したゲームデザイナー

堀井雄二氏をはじめ、多くの著名人による

フォーラムが開催され、大会式典・卒業式では

次年度会頭予定者の外口真大君の決意表明に

て熱い思いを拝聴し、その後本年度で卒業され

る卒業生の代表として日本JC顧問の菅野譲君

の「卒業生の誓いと贈る言葉」が贈られました。

「Smile for tomorrow」

1/18
～21

7/20・2110/4～6

京
都
会
議
in
京
都

サマーコンファレンス2024
in 横浜

第73回 全国大会
in 福岡
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’24つくし JC  出向者からの報告
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九州地区協議会主催の大会として鹿児島県の霧

島市にて開催されました。ソフトバンク（株） 代

表取締役 社長執行役員 兼 CEO 宮川潤一氏によ

る「10年後のデジタルライフ～ＡＩ時代を生き抜

く勇気を育む～」、2024JCIシンガポールシティ

理事長 安田哲氏とスウェーデン人から日本人に

帰化した講師兼俳優の村雨辰剛氏による「世界か

ら見た日本～グローバル人財へのはじめの一歩

～」の2つのフォーラムが行われました。

会以降、多くの出向の機会をいただき、本年度は九州地区と福

岡ブロック協議会に出向させていただきました。ＪＣは「でき

るか、できないか」ではなく、「やるか、やらないか」を問われる団体で

す。皆さんにはこれから先も、多くの機会があり「やるか、やらない

か」の決断を迫られることがたくさんあると思います。その機会をど

う判断するかは自分次第であり、「やる」と決めたからには最後まで

懸命にやり抜く気概で挑んでください。

「やる」と決めたからには最後まで懸命に！

公益社団法人日本青年会議所 九州地区 福岡ブロック協議会 
JC 活性化委員会　柿本 大一郎

公益社団法人日本青年会議所 九州地区 福岡ブロック協議会 
アカデミー委員会　中野 梓吾

公益社団法人日本青年会議所　九州地区　福岡ブロック協議会 
外部連携委員会　味酒 安儀

入

023年には世界を舞台に日本本会の委員として、24年には福岡

ブロック協議会の委員長としてそれぞれ出向させていただきま

した。世界で得た経験や各国のJCメンバーとの出会いと言語の壁を越

えた友情、そして本年委員長として福岡県の活性化に向け多くのメン

バーと駆け抜けた経験は、どれも私の一生の宝です。出向は自らの価値

観の幅を広げてくれます。そんな出会いや経験があったからこそ、私は

今、改めて自分の大切な故郷をもっとよくしたいと心から思えるのです。

世界を知る。日本を知る。自分を知る。

2

カデミーに出向して、1番印象に残っているのは、自分の地域で

災害が起こった際を想定した対策を考える事業です。実際に災

害があった場所を訪れどういったことがあったのか、どんな物資が必要

だったのか経験された方の生の声を聞ける貴重な体験をしました。また

アカデミーでは、家族との想い出がつくれることが魅力です。いちごが

大好きな娘2人とのいちご狩り、絵付け体験では奥さんや子供の名前

を刻んだ湯呑みを作りました。本当に感謝しかありません。

たくさんの経験と学び、そして仲間ができました

ア

気付いたら
皆勤賞
でした！

「やるか、
やらないか」
は自分次第

出向での
出会いや経験は
一生の宝！

九州コンファレンス
2024 in 霧島 7/20・21

6月上旬にアジア太平洋地域で開催される会議・

大会のASPACが今年はカンボジアのアンコール

で開催されました。つくしJCからも12名が参加

し、普段機会がない国際の機会として、アジア圏

内の各国が自国の魅力を発信するブース出展で

各国の文化を体感したり、海外のJCメンバーと

交流をすることで普段のJC活動とは違う、貴重

な機会となりました。また、アンコールの食や文

化、世界的遺産などにも足を運び、開催地の魅力

も存分に感じることができました。

ASPAC アンコール大会
in カンボジア 6/6～9

全世界110カ国以上ある国際青年会議所のメン

バーが年に一度集まる国際的な会議・大会が台湾

の桃園にて開催され、17 名のメンバーで参加し

ました。世界中からメンバーが集まり、各国の魅

力を発信するブース出展とともに、日本の文化や

魅力を発信するジャパンナイトが行われて国際

交流を図る機会となりました。また、その国の文

化に触れることで、自身の社業に活かせるヒント

もありました。

世界会議桃園大会
in 台湾 10/29～11/2

福岡ブロック協議会主催の大会として田川市にて

開催されました。防災･減災フォーラムとしてキャ

スターの佐々木理恵氏による自然と災害の講演が

あり、その後災害を防ぐ木を植える植樹体験が行わ

れました。また、田川石炭記念公園にて石炭TRAIN

～ミニＳＬ～等の石炭に因んだコーナーや、プロス

ポーツ選手との体験コーナー等地域の子供たちへ

向けたイベントが行われ、当日は味酒出向理事はじ

め多くのつくしJCメンバーが活躍しました。

第52回 福岡ブロック大会
in 田川 5/25

●JCにおける出向とは、つくし JCに所属しながら、別組織にも所属することができる機会です。つく

し JCは筑紫地区における地域課題を考えて、解決していこうとみんなで取り組んでいますが、福岡ブ

ロック協議会では福岡県の課題、九州地区協議会では九州エリアの課題、日本青年会議所であれば日本

の課題、というように、一緒に取り組むメンバーや課題の大きさが変わってきます。

1718 2 0 2 4 2 0 2 4
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●2024年度  一般社団法人つくし青年会議所 メンバー 一覧

FP・総合保険代理店／IFA・資産形成サポート

FP・総合保険代理店／IFA・資産形成サポート

理事長

直前理事長

副理事長

副理事長

副理事長

副理事長

専務理事

事務局長

常務理事

常務理事

監事

外部監事

外部監事

前田　健之輔

吉田　壮一郎

柿本　大一郎

草場　亮介

菊地　大介

古川　真也

春本　光大

井筒　康貴

田村　政剛

髙城　翔希

波多江　祐介

森　俊輔

黒﨑　直樹

筑紫ガス(株)

(株)絹友

(株)柿本建設

(株)ディグナス／r-laboratory(株)

(株)きくち 梅ヶ枝餅 茶房 きくち

(有)お石茶屋

幸光技建(株)

(株)一新工業

(株)T.Office

和やか(株)

福岡県議会・波多江レンタカー

法律事務所アリスタ

黒崎建設(株)

都市ガス業

呉服小売業・呉服クリーニング業

総合建設業

FP・総合保険代理店／IFA・資産形成サポート

梅ヶ枝餅の製造・販売

梅ヶ枝餅製造・販売・飲食業

新築・リフォーム・社寺建築・木工事全般

管工事・空調設備業

外壁補修工事・外構工事・建物調査診断・補助金申請サポート

住宅リフォーム・リノベーション・原状回復工事・不動産業

県政全般・レンタカー業

地域弁護士業

住宅建築・宅地分譲

勤務先役職

■三役・直前・顧問・監事

氏名 事業内容

委員長

副委員長

副委員長

総括幹事

運営幹事

連携幹事

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

児嶋　秀晃

田中　幸起

山田　心介

中川　裕一郎

片山　順一

角　光樹

梅津　智史

西中　孝太

蛯原　顕

松本　和也

加野　正洪

江川　喬也

小池　優

塚田　賢志郎

齋藤　洋平

太宰府市役所

(株)ネクストロード

針灸サロン BASE

(株)中川組

イエノコト(株)

ラクラス・プレミアムホワイトニング

アルファ警備(株)

(株)ウエスティンコーポレーション

(株)アメニティ太宰府

(株)真和工業

KANOYA(株)

(株)ER Management

Reveur

(株)塚田工業

ネストハウス株式会社

事務

清掃業

針灸治療・脱毛

土木工事

不動産

清掃業・美容業

警備業

不動産賃貸・売買・住宅型有料老人ホーム

ゴミ処理業

建設業

飲食業

コンサルタント

飲食業

建物解体・収集運搬

不動産業

勤務先役職

■総務例会委員会

氏名 事業内容

事務局長

出向理事

副局長

総括幹事

運営幹事

連携幹事

委員

委員

委員

井筒　康貴

味酒　安儀

石堀　亮太

小山　真行

村田　智彦

江口　勇輝

木下　秀和

籾井　毅

市川　光太郎

(株)一新工業

太宰府天満宮

(株)トップサポートカンパニー

伯東寺

ごう脳神経外科クリニック

青山地建(株)

atelier soil

(株)M＆C

プルデンシャル生命保険株式会社

管工事・空調設備業

神社

旅行代理店・医療関連

伝道

作業療法士

不動産管理

建築士事務所

印刷業

生命保険業

勤務先役職

■事務渉外局

氏名 事業内容

委員長

副委員長

副委員長

総括幹事

運営幹事

連携幹事

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

相川　雅俊

中原　麻衣

金子　直哉

安部　仰

岩崎　一也

岸本　大樹

市川　淳也

德重　浩世

中野　梓吾

田中　宏典

鎌田　仁

鬼木　海

中山　憲治郎

岡田　佳那美

(有)前田商会

(株)uptrade

田中亮一法律事務所

福岡不動産リアリティ九州(株)

(有)ジュン・ロット

大名総合法律事務所

(株)西府堂本舗

日本経済大学

(株)SAQ

タナカ塗装

クリーン　ケイ

株式会社ダイスライン

都造園株式会社

ちくし法律事務所

プロパンガス事業

飲食店

弁護士業

不動産業

不動産

弁護士

ノベルティギフト・文具・お土産販売

広報

イベント企画・制作

建築・内装塗装業

清掃業

通信業・飲食業

造園業

弁護士

勤務先役職

■持続可能経済確立委員会

氏名 事業内容

委員長

副委員長

副委員長

総括幹事

運営幹事

連携幹事

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

中川路　匠

平山　優太郎

丸山　稜太

三井所　大地

出水　直哉

小松　星矢

廣松　真太朗

安藤　健二

曲渕　大輔

椿　陽介

小宮　拓也

福島　由奈

岩永　明浩

寺田　弘二

櫻木　大介

髙木　義人

(株)アイランドケア

とくもとライフ

(株)エスポート／丸山鉄筋(株)

(株)スカイメディカルファーマ

(株)img.

Avant l'aube

(有)広松養魚場

むく動物病院

(株)ADEO

さくらや

(株)IORI

明治安田生命保険相互会社

(株)ONE FOR ALL

寺田建装

櫻木司法書士事務所

グロウ

医療・福祉・介護

電解水素水・24時間風呂販売

不動産業／建設業

調剤薬局業

人材アウトソーシング・DX研修事業

外構植栽・店舗装飾・観葉植物・花全般

川魚卸販売

院長

Boy and girl's bar

遺品整理・特殊清掃・不用品買取・処分

システムエンジニア

生命保険・損保

整骨院

塗装業

司法書士業務

入試指導・学習指導（教育）

勤務先役職

■新世代コミュニティ委員会

氏名 事業内容

委員長

副委員長

副委員長

総括幹事

運営幹事

連携幹事

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

青木　慎

山下　優

久良木　陵太

密井　大虎

梶原　翔太

片山　達哉

水城　謙一

金城　孝太

矢鉾　志成

林　駿之介

吉海　拓真

藤田　滉平

城戸　春輝

山添　聖哉

香月　健児

青木食産(株)

(株)WY

(株)TAWARA

ビットテック(株)

(株)オフィスステーションカジワラ

(株)エスブライト

(株)水城製粉

琉球料理　安

司法書士・行政書士やほこ事務所

(株)八福住建

(株)LiaN

ICHIEN(株)

株式会社熱海 

(株)ZOOE

Psyber Graphics合同会社

製麺業

財務コンサル

Webサイト制作・運用

解体工事・建設業・PC保守

文具・事務機器家具の販売デザイン・内装工事

飲食業

製粉業

飲食業

司法書士業務・行政書士業務

塗装業

人材サービス・建設業・不動産業

アーティフィシャルフラワー専門花屋・フローリスト・講師

国際貿易業・金属買取

広告・建設・民泊

広告・グラフィックデザイン・飲食

勤務先役職

■企業力向上委員会

氏名 事業内容

2 0 2 4 2 0 2 4

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW
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２０２５年度  一般社団法人つくし青年会議所
第５４代理事長予定者　菊地 大介

《（株）きくち 梅ヶ枝餅 茶房 きくち／2016 年入会》

Greeting!  from Next President

●2025年度 スローガン

0
2
5
年
度
、一
般
社
団
法
人
つ
く
し
青
年
会

議
所
第
5
4
代
理
事
長
の
役
を
お
預
か
り
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
、菊
地
大
介
と
申
し
ま

す
。5
3
年
に
渡
る
つ
く
し
青
年
会
議
所
の
活
動
に
携
わ
っ

て
い
た
だ
い
た
先
輩
を
は
じ
め
す
べ
て
の
方
の
熱
い
想
い
と

気
概
を
受
け
継
ぎ
、し
っ
か
り
と
そ
の
役
割
を
全
う
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。若
輩
者
で
は
ご
ざ
い

ま
す
が
、何
卒
ご
指
導
並
び
に
ご
鞭
撻
の
程
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、一
般
社
団
法
人
つ
く
し
青
年
会
議
所
は

1
9
7
2
年
に「
自
然
と
歴
史
と
人
間
と
の
調
和
〜
つ
く

し
は一つ
〜
」を
設
立
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
誕
生
し
、旧
筑
紫
郡
で

あ
る
筑
紫
地
区
5
市（
筑
紫
野
市
、春
日
市
、大
野
城

市
、太
宰
府
市
、那
珂
川
市
）を
活
動
エ
リ
ア
と
し
て
、こ
の

地
域
の
発
展
の
た
め
に
様
々
な
運
動
·
活
動
を
展
開
し
て

参
り
ま
し
た
。近
年
、日
本
全
体
で
人
口
減
少
に
伴
う
縮

小
経
済
に
危
機
感
が
持
た
れ
、こ
れ
か
ら
の
ま
ち
の
在
り
方

や
地
域
の
持
続
可
能
性
に
つ
い
て
活
発
に
議
論
が
な
さ
れ

て
い
ま
す
。人
口
の
増
加
を
続
け
て
き
た
我
々
の
住
み
暮
ら

す
こ
の
地
域
も
2
0
2
5
年
あ
た
り
を
境
に
人
口
減
少
へ

と
転
じ
る
予
測
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
地
域
を
持
続
可

能
な
ま
ち
、よ
り
豊
な
ま
ち
に
し
て
い
く
た
め
に
は
各
市
に

お
い
て
こ
れ
ま
で
歩
ん
で
き
た「
歴
史
」「
特
徴
」「
取
り
組

み
」を
活
か
し
、持
続
的
に「
新
し
い
価
値
」を
生
み
だ
す
こ

と
の
で
き
る
地
域
を
つ
く
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。2
0
2
5
年
度
は「
経
済
」を
テ
ー
マ
に
地
球
環

境
への
配
慮
と
テ
ク
ノロ
ジ
ー
の
活
用
、グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
を
組

み
合
わ
せ
、今
あ
る「
地
域
資
源
」を
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
す
る

こ
と
で
新
た
な
価
値
を
生
み
出
す
事
業
を
行
う
と
と
も

に
、そ
の
事
業
を
我
々
だ
け
で
な
く
多
く
の
方
と
の
共
働
を

模
索
し
て
い
く
こ
と
で
持
続
可
能
な「
仕
組
み・
装
置
」と

し
て
地
域
に
残
し
て
い
く
運
動
を
展
開
し
て
参
り
ま
す
。

　
2
0
2
5
年
度
は「
未
来
想
造
〜
物
語
を
共
に
進
め

よ
う
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、2
0
2
5
年
、こ
の
社
会
の

「
潮
目
」に
反
応
し
、こ
の
ま
ち
の
明
る
い
豊
か
な
社
会
の

実
現
を
想
い
、先
の
未
来
を
造
る
行
動
を
起
こ
す
こ
と
で
、

メ
ン
バ
ー
を
は
じ
め
、携
わ
る
一
人
ひ
と
り
の
人
生
と
い
う

「
物
語
」を
よ
り
豊
か
に
進
め
る一
年
に
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。2
0
2
5
年
度
も
皆
様
方
の
ご
理
解
並
び
に
ご

協
力
の
程
、何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、次
年

度
理
事
長
と
し
て
の
ご
挨
拶
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

2122 2 0 2 4 2 0 2 4

委員長

副委員長

副委員長

総括幹事

運営幹事

連携幹事

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

岡村　康平

山内　健太郎

髙橋　健太郎

江藤　大和

古野　達也

吉田　健将

高橋　俊基

木村　孝介

花田　裕二

藤澤　晃輝

矢崎　沙織

新吉　隆大

諸熊　研也

横田　薫

藤田　悠也

向　宏二郎

花田　嘉基 

廣末　将士

辻　良太

永江　卓也

二川　祐大

(株)OTK

筑陽石油(株)、(有)サンコー

(株)TOMS

武石商事(株)

(株)NewChange、(株)ライフイノベーション

TIK

(有)丸伸造園

飯笑かつやま

SSGC(株)

ブライダルエステサロン専門店 ciel

(有)アメニティ21HD

Kstyle

SCB

アウル

葉建

(株)筑紫商会

(有)セイブ歯研

(有)辻塗装店

(株)TOMS

AQUA

塗装工事・特殊下地処理工事

ガソリンスタンド・建設業・人材派遣業

建設業

不動産管理・公衆温泉浴場・テニス場経営

不動産業・解体業・造成業

丸吉建設

サクソフォン演奏

設計・施工・管理

飲食業

自動車販売・買取

エステ

飲食・製麺

防水工

下地工

飲食業

防水工

管工事業

歯科技工業

塗装・防水業

建築業

飲食業

勤務先役職

■会員拡大委員会

氏名 事業内容

委員長

副委員長

副委員長

総括幹事

運営幹事

連携幹事

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

小野　洋平

尾松　大輔

林　大陽

川廣　純也

富屋　恵利加

松田　拓

松原　優一

難波　晴紀

原竹　宏諭紀

真砂　慎太郎

志摩　幸政

本多　賢臣

山下　慎平

中山　慶太郎

坂井　俊介

鳥部　隆史

小野洋平司法書士事務所

尾松行政書士事務所

(株)KIMCO

赤坂協同法律事務所

青山地建(株)

(株)One’ｓ

(株)BARAN

(株)日本パイプクリーニング

令和工業

(株)ネクステップ

(株)Beyond

マニュライフ生命保険

(株)リキュウ

Defi

プルデンシャル生命保険株式会社

株式会社FNO

司法書士業務

行政書士業務

焼肉店

弁護士業

賃貸営業

建築業

マンション向けデジタル掲示板・電気工事業・建物管理業

給排水管更生工事・洗管工事

防水工事

総合不動産・建築業

鍵屋・ドローン空撮

保険業

内装仕上・空調設備

飲食業

生命保険業

情報通信業

勤務先役職

■教養ある健全な経営者育成委員会

氏名 事業内容

柿本　大一郎

梅津　智史

矢鉾　志成

児嶋　秀晃

松原　優一

2015年12月11日入会

2016年02月12日入会

2016年11月11日入会

2016年12月09日入会

2017年08月16日入会

氏名 入会日

安藤　健二

小野　洋平

花田　裕二

尾松　大輔

木下　秀和

2018年10月15日入会

2019年07月11日入会

2020年12月10日入会

2021年07月13日入会

2021年08月16日入会

氏名 入会日

髙橋　健太郎

片山　順一

加野　正洪

中野　梓吾

2022年04月14日入会

2022年12月09日入会

2023年11月13日入会

2023年11月13日入会

氏名 入会日

●2024年 卒業生紹介

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW


